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一
、
は
じ
め
に

吉
益
東
洞
の
い
わ
ゆ
る
〈
親
試
実
験
〉
と
は
、
彼
み
ず
か
ら

〈
：
：
：
余
四
十
年
来
所
親
試
実
験
也
〉
（
「
東
洞
先
生
答
問
害
」
）
と

述
べ
て
い
る
通
り
、
彼
の
医
術
・
薬
方
の
臨
床
的
体
験
の
積
み
重

ね
を
重
視
し
、
そ
れ
を
以
て
お
の
が
〈
医
道
〉
の
本
質
的
な
根
拠

と
な
す
医
学
的
思
惟
の
表
明
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
言
を
俟
た
な

い
所
で
あ
ろ
う
。

彼
の
こ
の
一
句
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る
所
の
彼
の
医
学
的
思
惟

が
形
成
さ
れ
る
に
至
る
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
る
要
因
が
考
え

ら
れ
は
す
る
。
い
わ
く
、
当
時
の
医
師
の
無
能
さ
、
又
い
わ
く
、

当
時
の
疾
病
史
的
背
景
、
更
に
い
わ
く
、
彼
の
傑
出
し
た
個
性

…
…
。
そ
こ
に
今
、
更
に
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
の
〃
金

12

吉
益
東
洞
〈
親
試
実
験
〉
の
背
景
と
し
て

の
金
瘡
ｌ
医
史
学
的
概
観

舘
野

正

美

瘡
″
を
付
け
加
え
、
以
て
そ
の
医
学
的
思
惟
の
特
質
を
明
ら
か
に

す
る
手
掛
か
り
と
し
て
み
た
い
。
東
洞
の
〈
親
試
実
験
〉
の
背
景

と
し
て
こ
の
金
瘡
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
ほ
と
ん
ど
か
え
り

み
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
尚
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
東

京
理
科
大
学
の
遠
藤
次
郎
先
生
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
ご
教
唆
を
頂
い

た
。
）二

、
吉
益
東
洞
の
〈
親
試
実
験
〉

既
に
触
れ
た
通
り
、
東
洞
の
い
わ
ゆ
る
〈
親
試
実
験
〉
と
は
、

彼
み
ず
か
ら
〈
余
四
十
年
来
所
親
試
実
験
也
〉
と
明
言
し
、
又
こ

れ
を
補
足
す
る
形
で
〈
疾
医
之
論
薬
也
、
唯
在
其
功
耳
〉
（
「
薬

徴
」
、
自
序
）
・
〈
悪
空
論
而
貴
功
実
也
〉
（
「
与
瀧
彌
八
書
」
）
・
〈
吾

党
小
子
、
慎
莫
惑
病
名
医
論
、
縦
令
調
解
天
下
医
書
、
暗
記
病

名
、
不
能
治
病
、
則
焉
免
此
諺
之
讓
〉
（
『
古
書
医
言
」
、
巻
四
）
等

と
言
わ
れ
て
い
る
通
り
の
、
彼
の
〈
医
道
〉
に
お
け
る
、
文
字
通

り
根
幹
を
な
す
医
学
的
思
惟
で
あ
っ
た
。

陰
陽
五
行
説
の
理
窟
に
泥
み
、
又
、
失
敗
を
恐
れ
、
保
身
を
計

る
余
り
、
積
極
的
な
治
術
を
行
使
し
よ
う
と
し
な
い
〈
陰
陽
医
〉

達
に
対
し
て
、
そ
れ
相
応
の
腕
に
覚
え
が
あ
る
束
洞
が
、
真
向
か
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ら
反
旗
を
翻
え
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
東
洞
の
依
っ
て
立
つ
所

以
が
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
〈
親
試
実
験
〉
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
東
洞

は
、
本
来
、
金
瘡
の
流
れ
を
汲
む
者
で
あ
っ
た
。

三
、
吉
益
東
洞
と
金
瘡

衆
知
の
通
り
、
吉
益
東
洞
の
先
祖
は
、
か
の
金
瘡
医
吉
益
半
笑

斎
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
又
、
〈
。
：
…
悟
太
平
之
世
、
不
可
以
武
興
、

慨
然
誓
日
、
…
…
必
為
良
医
、
遂
学
医
、
…
…
津
祐
順
…
…
金
瘡

産
科
之
術
、
授
之
於
先
生
〉
（
『
東
洞
先
生
遺
稿
」
所
収
「
東
洞
先
生

行
状
」
）
と
言
わ
れ
る
通
り
、
東
洞
自
身
、
若
き
日
に
は
金
瘡
の

修
得
に
励
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
金
瘡
と
は
、
本
来
、
戦
場
に
お
い
て
負
傷

し
た
兵
士
の
手
当
て
を
行
な
う
、
き
わ
め
て
実
践
的
な
医
術
の
一

分
科
で
あ
る
。
生
死
の
境
に
あ
る
傷
つ
い
た
兵
士
に
対
す
る
、
一

刻
を
争
う
、
的
確
な
処
置
の
修
得
が
、
東
洞
の
〈
親
試
実
験
〉
の

淵
源
の
ひ
と
つ
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
こ
れ
又
、
既
に
言
を

俟
た
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
修
得
し
た
金
瘡
の
〈
親
試
実
験
〉
的
医
術
を
、
更
に

〈
：
…
・
金
瘡
者
外
傷
也
、
無
病
則
不
薬
而
可
、
：
…
・
何
分
科
哉
、

於
是
、
…
…
研
究
精
論
、
遂
廃
陰
陽
五
行
之
鑿
説
〉
（
前
引
、
「
東

洞
先
生
行
状
」
）
と
、
内
科
的
な
領
域
に
お
い
て
展
開
し
て
ゆ
こ
う

と
し
た
の
が
、
外
な
ら
ぬ
東
洞
の
〈
親
試
実
験
〉
の
〈
医
道
〉
の

本
旨
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
、
吉
益
東
洞
の
〈
親
試
実
験
〉
の
淵
源
の
ひ
と
つ
が
、
い

わ
ゆ
る
金
瘡
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
最
も
直
接

的
に
人
の
生
死
を
取
り
扱
う
金
瘡
の
修
得
が
、
東
洞
の
医
学
的
思

惟
に
与
え
た
影
響
も
、
決
し
て
少
な
し
と
し
な
い
所
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
又
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
東
洞
の
い
わ
ゆ
る
〈
医

司
疾
病
、
不
司
天
命
、
唯
尽
人
事
〉
（
「
祭
南
部
源
侯
文
」
）
と
い
う

〃
天
命
説
″
は
、
遥
か
西
方
に
お
い
て
〃
近
代
外
科
学
の
祖
″
と

誼
わ
れ
る
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
Ⅱ
パ
レ
の
震
苛
雨
己
目
の
亀
ゞ
目
２
行

唱
胃
罵
》
と
い
う
こ
と
ば
と
奇
妙
な
一
致
を
見
せ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
、
金
瘡
医
／
外
科
医
と
し
て
の
〈
親
試
実
験
〉
的
体
験
の
も
た

ら
す
所
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
／
日
本
大
学
文
理
学
部
）


